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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成25年10月17日(2013.10.17)

【公開番号】特開2011-75560(P2011-75560A)
【公開日】平成23年4月14日(2011.4.14)
【年通号数】公開・登録公報2011-015
【出願番号】特願2010-218809(P2010-218809)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  35/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  35/02     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  35/00    　　　Ｅ
   Ｇ０１Ｎ  35/02    　　　Ｄ
   Ｇ０１Ｎ  21/01    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成25年9月3日(2013.9.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　試料の測光検査装置（１０、３０、４０、５０、６０）であって、
　少なくとも２つの試料容器を保持する保持手段（１５、４５、５５）を有する試料ホル
ダ装置（１１、３１、４１、５１、６１）と、
　測定装置と、
　可動装置（１４、３４、４４、５４）とを少なくとも備え、
　前記試料ホルダ装置（１１、３１、４１、５１、６１）は固定され、前記測定装置は、
前記可動装置（１４、３４、４４、５４）上に配置されて前記可動装置によって変位可能
である
　ことを特徴とする試料の測光検査装置。
【請求項２】
　前記試料容器を保持する保持手段が、前記試料ホルダ装置上に線状配列をなすように配
置され、前記測定装置が、前記線状配列に対して平行に変位可能であることを特徴とする
請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記試料容器を保持する保持手段（１５、４５、５５）が、前記試料ホルダ装置（１１
、３１、４１、５１、６１）上に円弧状配列をなすように配置され、前記測定装置が、前
記円弧状配列の周りを回転しながら変位可能であることを特徴とする請求項１に記載の装
置。
【請求項４】
　前記測定装置が、少なくとも１つの光源（１２、３２、４２、５２）および少なくとも
１つの光検出器（１３、３３、４３、５３）を備えることを特徴とする請求項１乃至３の
１つに記載の装置。
【請求項５】
　前記光源（１２、３２、４２、５２）がＬＥＤ（発光ダイオード）またはＬＤ（レーザ
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ダイオード）を備えることを特徴とする請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記測光検査装置が複数の測定装置を備えることを特徴とする請求項１乃至５の１つに
記載の装置。
【請求項７】
　少なくとも１つの測定装置が、プロセス中、前記可動装置（１４、３４、４４、５４）
によって連続的に測定できるように形成されていることを特徴とする請求項１乃至６の１
つに記載の装置。
【請求項８】
　前記可動装置（１４、３４、４４、５４）が前記試料ホルダ装置（１１、３１、４１、
５１）の下方に配置されていることを特徴とする請求項１乃至７の１つに記載の装置。
【請求項９】
　前記測光検査装置が、さらに、前記試料ホルダ装置（１１、３１、４１、５１、６１）
上に配置された少なくとも１つの混合装置を備えることを特徴とする請求項１乃至８の１
つに記載の装置。
【請求項１０】
　前記混合装置が磁気混合装置であることを特徴とする請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記測光検査装置が複数の混合装置を備えることを特徴とする請求項９または１０に記
載の装置。
【請求項１２】
　試料の測光検査を行うために請求項１乃至１１の１つに記載の装置（１０、３０、４０
、５０、６０）が用いられる試料の測光検査方法。
【請求項１３】
　試料を収容した少なくとも２つの試料容器が１つの試料ホルダ装置（１１、３１、４１
、５１、６１）上に配置され、前記試料の少なくとも１つの光学特性が測定装置によって
測定される試料の測光検査方法であって、前記試料ホルダ装置が固定状態に保たれ、前記
測定装置が、可動装置（１４、３４、４４、５４）によって、試料を収容した前記試料容
器の配列に沿って変位させられる試料の測光検査方法。
【請求項１４】
　試料を収容した前記試料容器が、前記試料ホルダ装置上に円弧状に配列され、前記測定
装置が、試料を収容した前記試料容器の円弧状配列に沿った前記可動装置の回転運動によ
って変位させられることを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記可動装置の回転周波数が０．０２～２５Ｈｚの範囲内にあることを特徴とする請求
項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記試料の少なくとも１つの光学特性が連続して測定されることを特徴とする請求項１
３乃至１５の１つに記載の方法。
【請求項１７】
　前記試料の少なくとも１つの光学特性が、波長３００ｎｍ～１１００ｎｍの光によって
測定されることを特徴とする請求項１３乃至１６の１つに記載の方法。
【請求項１８】
　測光検査前または測光検査中に、１つ又は複数の試料が前記試料容器内で混合されるこ
とを特徴とする請求項１３乃至１７の１つに記載の方法。
【請求項１９】
　磁性ピンまたは強磁性ピンが前記試料容器内で回転電磁場または振動電磁場によって駆
動されることにより試料が混合されることを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　混合速度が０．０１～１５００ｒｐｍの範囲内にあることを特徴とする請求項１９に記
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載の方法。
【請求項２１】
　体液試料の測光検査に用いられる請求項１２乃至２０の１つに記載の方法。
【請求項２２】
　前記方法が溶血測定または止血測定に用いられることを特徴とする請求項１２乃至２１
の１つに記載の方法。
【請求項２３】
　液体試料の自動検査用分析機器であって、試料容器内に試料液を等分するための少なく
とも１つの装置と、試料容器内に試薬液を等分するための少なくとも１つの装置と、これ
らの装置の制御手段とを備え、さらに、請求項１乃至１１の１つに記載の試料の測光検査
装置（１０、３０、４０、５０、６０）を備えることを特徴とする液体試料の自動検査用
分析機器。
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